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第3会場（熊本城ホール 3F 大会議室 A1）

9：00～9：50 座長：藤井 徹也（豊橋創造大学）

JS1-01 行動変容理論を活用した減災行動促進プログラムの効果： 
大学生を対象とした無作為化比較試験
〇園田　奈央、森本　明子
大阪公立大学大学院 看護学研究科 看護情報学

JS1-02 高齢入院患者への末梢静脈カテーテル留置の実態
〇北田　素子1）、二宮　彩子1）、樺島　稔1）、舘野　和子1）、谷口　弘2）、�
堀　悦郎3）

1）城西国際大学 看護学部、2）公立長生病院、3）富山大学 学術研究部医学系行動科学

JS1-03 看護実践のリフレクションの支援能力自己評価票の開発
〇鈴木　康美1）、國澤　尚子2）、吉村　基宜2）、飯嶋　周也2）

1）元埼玉県立大学、2）埼玉県立大学

JS1-04 小学生の高齢者への援助経験と認知症に関する態度・援助意図との関連： 
小学校の認知症教育に向けた横断調査
〇五十嵐　歩1）、髙岡　茉奈美1）、松本　博成2）、山本　則子1）

1）東京大学大学院医学系研究科 高齢者在宅長期ケア看護学・緩和ケア看護学分野、 
2）東京大学大学院医学系研究科 地域看護学・公衆衛生看護学分野

JS1-05 看護基礎教育における学生のコミュニケーション能力の変化と 
性格特性との関連（第2報）
〇水野　妙子、松田　武美、阿部　惠子、加藤　亜妃子、伊藤　眞由美、�
中村　恵理、柴田　年広、加藤　まり、久保　あゆみ、秋山　優美

金城学院大学

優秀演題口頭発表賞候補
第1日目　12月7日（土）
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第4会場（熊本城ホール 3F 大会議室 A2）

9：00～10：00 座長：池田 真理（東京大学 家族看護学分野）

JS2-01 病院に勤務する看護師のワークエンゲジメントに関連する要因： 
Job Demand Resources Modelを基盤としたモデルの検証
〇小林　寛明
日本赤十字看護大学大学院看護管理学領域

JS2-02 コグニディブ・フレイルの早期発見のためのデジタル技術の活用とアプリ化
〇勝久　美月1）2）、武田　朱公2）3）4）、伊藤　祐規2）3）、前泉　優月1）、竹下　悠子1）、
齊前　裕一郎1）、藤井　美咲1）、大井　雅友1）、糀屋　絵理子1）、竹屋　泰1）4）

1）大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻、 
2）大阪精神医療センター・こころの科学リサーチセンター、 
3）大阪大学大学院医学系研究科 臨床遺伝子治療学、 
4）大阪大学医学部附属病院 老年・高血圧内科

JS2-03 臨床看護で利用可能なフレイルふらつき評価デジタルアプリの開発
〇前泉　優月1）、武田　朱公2）3）4）、伊藤　祐規2）3）、勝久　美月1）3）、�
齊前　裕一郎1）、竹下　悠子1）、藤井　美咲1）、大井　雅友1）、糀屋　絵理子1）、�
竹屋　泰1）4）

1）大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻 老年看護学教室、 
2）大阪大学大学院医学系研究科 臨床遺伝子治療学、 
3）大阪精神医療センター こころの科学リサーチセンター、 
4）大阪大学医学部附属病院 老年・高血圧内科

JS2-04 地域在住高齢者におけるダイナぺニアとポリファーマシーとの関連
〇大日方　裕紀1）、井筒　深紅2）、宮島　直子1）、結城　美智子1）

1）北海道大学大学院保健科学研究院、2）北海道大学大学院保健科学院

JS2-05 小児対象病棟看護師の口腔ケア・アセスメント実施と看護実践力の関連性の検討
〇工藤　広大朗1）、飯野　英親2）、中島　富有子3）、青野　広子2）、晴佐久　悟4）

1）国際医療福祉大学 福岡保健医療学部看護学科、 
2）福岡看護大学 健康支援看護部門 小児看護学分野、 
3）福岡看護大学 地域・在宅看護部門 精神看護学分野、 
4）福岡看護大学 基礎・基礎看護部門 基礎・専門分野

JS2-06 手指衛生啓発ロボットに対する介護施設職員の受け入れ状況： 
インタビューとアンケートの結果から
〇庄司　千波1）、内海　桃絵1）2）、古屋　葵1）

1）大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻、2）京都府立医科大学大学院保健看護学研究科

若手優秀演題口頭発表賞候補
第1日目　12月7日（土）
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第5会場（熊本城ホール 3F 大会議室 A3）

10：40～11：40　研究助成セッション1 

 座長：田口 敦子（慶應義塾大学）　 　　　　　　　 
 仲上 豪二朗（東京大学大学院 医学系研究科）

RG1-01 タンザニアでの妊娠高血圧腎症／子癇の予防行動を育む 
インフォグラフィック教材による参加型プログラム開発
〇櫻井　佐知子1）、堀内　成子2）

1）湘南鎌倉医療大学、2）聖路加国際大学

RG1-02 病原細菌を含む皮膚細菌叢のモデル動物の開発： 
「創傷環境の最適化」に向けた基礎的検討
〇國光　真生1）2）、向井　加奈恵1）、赤瀬　智子3）、大江　真琴1）

1）金沢大学医薬保健研究域保健学系、 
2）東京大学大学院医学系研究科老年看護学／創傷看護学分野、 
3）横浜市立大学大学院医学研究科看護生命科学分野

RG1-03 肥満の皮膚バリア機能低下に対する亜麻仁油の経口摂取効果の確認
〇堀江　良子、赤瀬　智子
横浜市立大学大学院医学研究科看護学専攻

15：40～16：40　研究助成セッション2 

 座長：四谷 淳子（福井大学学術研究院医学系部門 看護学領域 コミュニティ看護学） 
 法橋 尚宏（神戸大学）　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

RG2-01 多職種連携実践における看護職のCoordination技術の解明
〇奥井　早月1）、洪　愛子2）、横内　光子2）

1）神戸女子大学大学院看護研究科博士後期課程、2）神戸女子大学看護学部看護学科

RG2-02 上司や同僚からの支援とワーク・エンゲイジメントに対する役割明確さと 
キャリア・コンピテンシーの媒介効果
〇山田　薫子1）2）、朝倉　京子2）、高田　望2）、原　ゆかり2）、杉山　祥子2）

1）宮城大学 看護学群、2）東北大学大学院医学系研究科

RG2-03 産業看護職が経験した女性特有の健康相談への対応時の困難
〇松原　千晴1）、志澤　美保2）

1）滋賀県立大学大学院 人間看護学研究科、2）京都府立医科大学大学院 保健看護学研究科

研究助成セッション
第1日目　12月7日（土）
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RG2-04 集中治療領域における臨床経験に富んだ看護師の視覚的行動様式を 
解明する試み　―看護師と学部学生との比較―
〇澤渡　浩之1）、持田　耕平2）、寺本　千恵1）、田邊　和照1）

1）広島大学大学院医系科学研究科、2）元広島大学病院看護部

研究助成セッション　第 1日目【 12月 7日（土）】
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第9会場（熊本城ホール 3F 中会議室 E1-2）

9：30～10：30 K-01 看護系学会が握る EBP推進のカギ： 
委員会の取り組みから見る将来展望
〇山川　みやえ1）2）、佐藤　和佳子1）3）、内海　桃絵1）4）、�
大田　えりか1）5）、鈴木　みゆき1）6）、藤田　あけみ1）7）、�
阿部　桃子1）8）、渡邊　千登世1）9）

1）日本看護科学学会 看護ケア開発・標準化委員会、 
2）大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻、 
3）山形大学大学院医学系研究科看護学専攻、 
4）京都府立医科大学大学院保健看護学研究科、 
5）聖路加国際大学大学院看護学研究科、 
6）兵庫医科大学大学院看護学研究科、 
7）弘前大学大学院保健学研究科、 
8）東京医療保健大学大学院 医療保健学研究科、 
9）埼玉県立大学大学院保健医療福祉学研究科

10：40～11：40 K-02 COVID-19看護研究等対策委員会の活動に基づく 
研究成果から考える研究・学術推進
〇吉永　尚紀1）2）3）、須釜　淳子1）4）、加澤　佳奈1）2）5）、原　あずみ6）、
グライナー　智恵子2）7）、落合　亮太2）8）

1）日本看護科学学会COVID-19看護研究等対策委員会、 
2）日本看護科学学会 研究・学術推進委員会、3）宮崎大学医学部看護学科、 
4）藤田医科大学社会実装看護創成研究センター、 
5）岡山大学学術研究院保健学域、6）大阪公立大学大学院看護学研究科、 
7）神戸大学大学院保健学研究科看護学領域、8）筑波大学医学医療系

13：20～14：20 K-03 デザイン学と看護学の連携によるコミュニティヘルス活動 
―「楽しい」を通じた心身の健康づくり
〇村松　真澄1）、檜山　明子1）、吉田　実和1）、村松　未恵2）

1）札幌市立大学 看護学部、2）札幌市立大学大学院看護学研究科

14：30～15：30 K-04 子どもを亡くした家族のグリーフサポートとそれに関わる 
人材育成プログラムの試み
〇濵田　裕子1）2）、藤田　紋佳1）2）、森口　晴美2）、相星　香2）3）4）

1）下関市立大学、2）NPO法人福岡子どもホスピスプロジェクト、 
3）武庫川女子大学大学院 看護学研究科博士後期課程、 
4）ありす訪問看護リハビリステーション

交流集会
第1日目　12月7日（土）
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交流集会　第 1日目【 12月 7日（土）】
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15：40～16：40 K-05 ジェンダー平等な看護大学教員のキャリア形成の検討 
育児する女性教員、男性教員・若手教員の研究の課題
〇鈴木　由美1）、木原　博子6）、佐藤　聖一2）、林　圭子2）、�
田代　恵美2）、星野　沙織3）、柿沼　香奈恵2）、生方　明日香2）、�
岡野　美波4）、惠良　真理子5）

1）国際医療福祉大学大学院、2）国際医療福祉大学保健医療学部看護学科、 
3）東京純心大学看護学部看護学科、 
4）帝京平成大学健康医療スポーツ学部看護学科、 
5）帝京平成大学助産別科、6）松蔭大学看護学部看護学科

第10会場（熊本城ホール 3F 中会議室 B1）

9：30～10：30 K-06 リフレクションを自部署で行うためのわざとコツ 
～リフレクション研修を受講した看護係長の気づきと取組み～
〇東　めぐみ1）、河合　麻衣子2）、佐藤　千秋3）、野口　文子4）、�
川上　美絵子5）、影山　孝子1）、中林　菜穂1）、西岡　由香里1）

1）順天堂大学、2）東京女子医科大学病院、3）帯広大谷短期大学、 
4）伊達赤十字病院、5）京都第二赤十字病院

10：40～11：40 K-07 学びの場を継続し、臨床現場のケアの質を改善する 
―  CNL（クリニカルナースリーダー）勉強会を通した教育と 
臨床の協働―

〇西田　志穗1）、深川　良美2）、幸野　里寿2）、長井　佐知子2）、�
松尾　文美3）、浅瀨　万里子4）、伊波　早苗5）、疋田　智子2）、�
任　和子4）、関根　弘子6）、大霜　由貴子7）、�
竹熊カツマタ　麻子8）

1）共立女子大学看護学部、2）京都大学医学部附属病院、 
3）牧リハビリテーション病院、4）京都大学大学院医学研究科、 
5）淡海医療センター、6）秀明大学看護学部、7）佛教大学保健医療技術学部、
8）静岡県立大学看護学部

13：20～14：20 K-08 現象学的研究で明らかにできること 
―一人ひとりの経験の記述を通して個を超える知見を生み出す
〇坂井　志織1）、家髙　洋2）、細野　知子3）、栩川　綾子4）、�
北尾　良太5）、小林　道太郎6）

1）淑徳大学、2）東北医科薬科大学、3）日本赤十字看護大学、 
4）日本赤十字豊田看護大学、5）大阪歯科大学、6）大阪医科薬科大学

14：30～15：30 K-09 多様性の理解と包括性の在り方を考える 
看護学実習プログラムの開発（第二弾） 
―領域横断型実習における多領域教員の協働の魅力と困難さ―
〇小川　純子、坂井　志織、永田　文子、篠原　良子、渡邉　多恵子、
穴水　千尋、氏原　将奈、鈴木　茜、渡辺　真澄、川瀬　智也

淑徳大学
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 交流集会　第 1日目【 12月 7日（土）】
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15：40～16：40 K-10 ゴール達成型学習デザイン（GOLDメソッド）を活用した、 
効果的・効率的・魅力的な授業設計を体験する 
―看護基礎教育と臨地実習をつなぐ具体的な活用方法―
〇岡本　華枝1）、徳永　基与子1）、松浦　江美2）、三浦　沙織2）、�
久留島　実姫3）

1）京都光華女子大学、2）長崎大学、3）四日市看護医療大学

第11会場（熊本城ホール 3F 中会議室 B2）

9：30～10：30 K-11 看護学におけるメタバースの活用
〇井上　みゆき、鶴田　来美、大平　光子、松浦　純平、�
田川　紀美子、田中　智子

周南公立大学 人間健康科学部 看護学科

10：40～11：40 K-12 卒後継続教育における ICTの活用における情報交換会
〇ウイリアムソン　彰子、三井　由紀子
神戸大学医学部附属病院

13：20～14：20 K-13 英語論文の出版に向けて：苦労と喜びをシェアするグループワーク 
日本看護科学学会　英文誌編集委員会
〇William Holzemer、日本看護科学学会　英文誌編集委員会
JJNS Editor-in-Chief, Rutgers, The State University of New Jersey 名誉教授

14：30～15：30 K-14 JANS若手研究者活動推進委員会主催　 
えっ！どうしたらいいの？ 
初めての論文投稿に必要な “暗黙知 ”を共有しよう
〇木戸　芳史1）、田上　博喜2）、菅野　恵美3）、天野　薫4）、�
仲上　豪二朗5）、麦田　裕子5）、友滝　愛5）、加澤　佳奈6）、�
米澤　かおり5）、大城　真理子7）

1）若手研究者活動推進委員会／浜松医科大学、 
2）若手研究者活動推進委員会／宮崎大学、 
3）若手研究者活動推進委員会／東北大学、 
4）若手研究者活動推進委員会／人間環境大学、 
5）若手研究者活動推進委員会／東京大学、 
6）若手研究者活動推進委員会／岡山大学、 
7）若手研究者活動推進委員会／沖縄県立看護大学

15：40～16：40 K-15 プライマリ・ケア領域における高度実践看護 
―暮らしを支えるナースプラクティショナーとは―
〇林　愛1）、石井　光子2）、折戸　雅恵3）、守屋　有紀子4）、�
吉田　有美子5）、原沢　のぞみ6）、長江　弘子7）

1）医療法人社団実幸会 武蔵国分寺公園クリニック、2）石川県立看護大学、 
3）公益社団法人地域医療振興協会公立久米島病院、 
4）医療法人 いなだ訪問クリニック、5）聖路加国際病院、 
6）東邦大学看護学部 成人看護学研究室、 
7） 亀田医療大学 看護学部／看護学研究科  
高齢者看護学・エンドオブライフケア学
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交流集会　第 1日目【 12月 7日（土）】
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第12会場（熊本城ホール 3F 中会議室 B3）

9：30～10：30 K-16 ACP手帳の活用とその効果 
―ライフヒストリーを語り合う―
〇真継　和子1）、小林　道太郎1）、八尾　みどり2）、伊藤　真理3）

1）大阪医科薬科大学看護学部、2）大阪医科薬科大学病院、 
3）川崎医療福祉大学保健看護学部保健看護学科

10：40～11：40 K-17 初産夫婦に対するオンライン出産前教育の開発： 
オンラインによる健康教育の追究と検討
〇森　恵美1）、前原　邦江1）、岩田　裕子2）、森田　亜希子3）、�
木村　佳代子1）、遠山　房絵1）

1）千葉大学大学院看護学研究院、2）筑波大学医学医療系、 
3）順天堂大学医療看護学部

13：20～14：20 K-18 従来の支援体制の枠を超えた地域共生社会への実現に向けた、 
看護専門職としての限界突破
〇荒牧　順子1）6）、伊藤　佳美2）7）、栗田　真由美3）7）、�
寺田　由紀子4）5）

1）佐賀県医療的ケア児支援センター（株式会社ドアーズ）、 
2）宮城大学看護学群、3）静岡県立大学看護学部看護学科、 
4）帝京大学助産学専攻科、5）DC NETWORK 代表、 
6）DC NETWORK 副代表、7）DC NETWORK

14：30～15：30 K-19 育児と介護のダブルケア支援を当事者による支援団体ダブルケア
熊本と医療専門職による支援団体DC NETWORKと考える
〇寺田　由紀子1）5）、堀内　裕子2）6）、山本　未央3）6）、荒牧　順子4）7）

1）帝京大学助産学専攻科、2）目白大学 看護学部 看護学科、 
3）日本赤十字看護大学さいたま看護学部、 
4）佐賀県医療的ケア児支援センター（株式会社ドアーズ）、 
5）DC NETWORK 代表、6）DC NETWORK 呼吸チーム、 
7）DC NETWORK 副代表

15：40～16：40 K-20 AIと看護の未来：現場での活用とエシカルなアプローチ
〇真嶋　由貴恵1）3）、杣木　佐知子2）、中村　裕美子3）、�
平野　加代子4）

1）大阪公立大学 情報学研究科、2）大阪医科薬科大学 看護学部、 
3）大阪公立大学 看護システム先端技術研究所、 
4）京都先端科学大学 健康医療学部 看護学科
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交
流
集
会（
12
月
7
日
）

第14会場（熊本市民会館 2F 大会議室）

10：50～11：50 K-21 看護小規模多機能型居宅介護の未来： 
実践と政策と研究の観点から
〇福井　小紀子1）、廣岡　佳代1）、菅野　雄介1）、福田　裕子2）、�
山本　則子3）、田母神　裕美4）

1）東京医科歯科大学大学院 保健衛生学研究科、 
2）まちのナースステーション八千代 むすんでひらいて、 
3）東京大学大学院 医学系研究科健康科学・看護学専攻、 
4）公益社団法人 日本看護協会

13：20～14：20 K-55 看護における「コア知識」開発について
〇日下　修一1）、野原　真理1）、和田　佳子2）、嶋田　由枝恵3）、�
箭内　彩也佳2）

1）新潟薬科大学、2）松蔭大学、3）日本保健医療大学

第15会場（熊本市民会館 2F 第3・4会議室）

10：40～11：40 K-22 メンズヘルス看護をともに拓く 
～男性更年期障害について一緒に考えよう～
〇丹治　史也1）、南部　泰士2）、西本　大策3）、川尻　舞衣子4）

1）秋田大学大学院医学系研究科保健学専攻看護学講座臨床看護学分野、 
2）東京医療保健大学和歌山看護学部地域・在宅看護学、 
3）鹿児島大学医学部保健学科看護学専攻基幹看護学講座成人看護領域、 
4） 東北大学大学院医学系研究科保健学専攻家族支援看護学講座 
ウィメンズヘルス・周産期看護学分野

13：20～14：20 K-23 患者と家族への意思決定支援の方向性 
―在宅での高齢者の暮らしと妊孕性温存療法の選択―
〇那須　明美1）、紙谷　恵子2）、金地　昌枝3）、林　信平4）、�
伊東　由康5）、森山　美香6）、小野　聡子2）、秋鹿　都子7）、�
田邉　ルミ8）、松本　啓子4）、伊東　美佐江2）

1）山陽学園大学大学院看護学研究科、2）山口大学大学院医学系研究科、 
3）地方職員共済組合 香川県庁診療所、4）香川大学大学院医学系研究科、 
5）兵庫県立大学看護学部実践基礎看護講座看護病態学、 
6）神戸市看護大学療養生活看護学領域急性期看護学分野、 
7）島根大学医学部臨床看護学講座、8）川崎医科大学総合医療センター

14：30～15：30 K-24 介入研究における生体反応計測の方法と実際
〇掛田　崇寛1）、田中　範佳2）

1）川崎市立看護大学、2）大阪公立大学大学院看護学研究科

15：40～16：40 K-25 K市地域特性に応じた重層的支援体制整備プロジェクト 第3弾 
～成功循環モデルからの介入考察～
〇栗田　真由美1）、操　華子1）2）、梶山　千珠子2）

1）静岡県立大学看護学部、2）静岡県立大学大学院看護学研究科
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交
流
集
会（
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月
7
日
）

第16会場（熊本市民会館 2F 第5・6会議室）

9：30～10：30 K-26 「医療DX」が急速に推進される今、看護実践の場で活躍できる 
看護師を育てるために「看護情報学」は何をどのように教えるか
〇菖蒲澤　幸子1）、小野　保2）、児玉　悠希3）、遠藤　良仁4）、�
岡田　みずほ4）

1）岩手医科大学看護学部、2）岩手医科大学教養教育センター、 
3）東京情報大学看護学部、4）岩手県立大学看護学部

10：40～11：40 K-27 看護学実習における教学マネジメントと教育DXの新たな展開
〇藤村　朗子1）、宍戸　路佳1）、小川　賀惠1）、中村　博子2）、�
阿部　八千代2）、椎名　美智子3）、吉元　倫子4）、堀田　昇吾1）、�
松山　妙子1）、川島　悠1）、苅田　明子1）

1）東京医療保健大学立川看護学部看護学科、 
2）独立行政法人国立病院機構災害医療センター、 
3）独立行政法人国立病院機構村山医療センター、 
4）国家公務員共済組合連合立川病院

13：20～14：20 K-28 看護学実習における ICTの導入・活用と情報倫理 
―看護記録のDX化への課題
〇北得　美佐子1）、石井　成郎3）、野島　敬祐2）、納谷　和誠1）、�
相撲　佐希子4）

1）東京医療保健大学和歌山看護学部看護学科、 
2）京都橘大学看護学部看護学科、3）一宮研伸大学看護学部、 
4）修文大学看護学部

14：30～15：30 K-29 対話 “患者虐待防止に向けて自分たちができること ”
〇片岡　三佳1）、山内　彩香2）、佐藤　寧子3）、福田　久仁子4）、�
福嶋　美貴5）、夫　博美6）、安保　寛明7）

1）三重大学大学院医学系研究科、2）大阪医科薬科大学看護学部、 
3）慶應義塾大学 SFC研究所、4）福山平成大学看護学部、 
5）中部大学生命健康科学部、6）大和大学保健医療学部、 
7）山形県立保健医療大学保健医療学部

15：40～16：40 K-30 複合的大規模災害への備え：COVID-19大規模災害で疲弊した 
看護職者への総合的支援事業からの学び
○増滿　誠1）14）、松枝　美智子2）14）、脇崎　裕子3）14）、�
久保田　千景4）14）、西村　和美5）14）、江上　史子6）14）、�
餅田　敬司7）、丸本　典子8）、河添　こず恵9）14）、宮﨑　初10）14）、
山岡　由実11）、齋藤　直毅12）14）、工藤　聡美13）14）、竹熊　千晶6）14）

1）日本赤十字北海道看護大学、2）星槎大学大学院教育学研究科修士課程、 
3）純真学園大学保健医療学部看護学科、 
4）鈴鹿医療科学大学保健衛生学部救急救命学科、 
5）日本赤十字九州国際看護大学、6）熊本保健科学大学、7）京都橘大学、 
8）甲南女子大学、9）株式会社 くますま たっくリハサポートセンター、 
10）第一薬科大学、11）大阪医科薬科大学、12）沖縄県立精和病院、 
13）医療法人社団翠会 行橋記念病院、 
14）九州・沖縄高度実践看護師活動促進協議会
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第17会場（熊本市民会館 2F 第7会議室）

9：30～10：30 K-31 実践で活用できるホリスティックナーシングの理論と技 
―触れるケア、ハンドマッサージ―
〇守田　美奈子1）、定方　美枝子2）、内山　美枝子3）、田中　晶子4）、
岡田　朱民5）、小濱　優子6）、中島　小乃美5）、樋口　佳栄1）、�
植村　由美子7）、本江　朝美8）

1）日本赤十字看護大学、2）新潟薬科大学看護学部、 
3）新潟大学大学院保健学研究科、4）昭和大学保健医療学部看護学科、 
5）佛教大学保健医療技術学部看護学科、6）東京純心大学看護学部、 
7）関東学院大学看護学部、8）元横浜創英大学

10：40～11：40 K-32 「学生を対象とする研究」の倫理 
―  倫理コンサルタントと共に経験を共有し対応策を 
検討してみませんか？―

〇有江　文栄1）、大西　香代子2）、箕輪　千佳3）

1）国立精神・神経医療研究センター、2）名古屋市立大学、3）上武大学

13：20～14：20 K-33 看護学基礎教育における Virtual Reality教材の 
活用の現状と可能性
〇河村　奈美子1）、伊藤　美樹子1）、笠原　聡子1）、辻村　真由子1）、
荻田　美穂子1）、玉木　朋子1）、山下　敬1）、坂本　真優1）、�
片寄　亮1）、色摩　茉衣子1）、田渕　紗也香1）、児玉　豊彦2）、�
藤野　ユリ子2）、本武　敏弘2）

1）滋賀医科大学医学部看護学科、2）福岡女学院看護大学

14：30～15：30 K-34 誕生から30年　CNSの臨床実践におけるクリエイティビティ：
九州・沖縄のCNS・管理・教育の立場から
〇倉持　裕子1）、松枝　美智子2）、日高　艶子3）、神代　明美4）、�
植村　美紀5）、餅田　敬司6）、清田　由紀子7）、不動寺　美紀8）、�
増滿　誠9）

1）佐賀大学医学部附属病院、2）星槎大学大学院修士課程、 
3）聖マリア学院大学、4）社会医療法人雪の聖母会 聖マリア病院、 
5）株式会社 夢、6）京都橘大学看護学部 株式会社 日本看護サービス、 
7）医療法人社団翠会 八幡厚生病院、8）福岡赤十字病院、 
9）日本赤十字北海道看護大学

15：40～16：40 K-35 地元創成看護学の IT活用探究 
―  地域保健医療で「人に優しい IT化」を進める 
スウェーデンに学ぶ―

〇菅原　京子1）、今野　浩之1）、佐藤　志保1）、栗田　敦子1）、�
西村　ユミ2）、平澤　則子3）、高橋　直美1）、望月　由紀4）、�
遠藤　恵子1）、安保　寛明1）、齋藤　愛依1）、槌谷　由美子1）、�
遠藤　和子1）、沼澤　さとみ1）

1）山形県立保健医療大学保健医療学部看護学科、 
2）東京都立大学大学院人間健康科学研究科、 
3）長岡崇徳大学看護学部看護学科、4）東都大学幕張ヒューマンケア学部
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第18会場（熊本市民会館 2F 第9会議室）

9：30～10：30 K-36 意思決定プロセス共有のための方略 
―  価値観を明確にする『オタワ意思決定ガイド』を 
使ってみよう！

〇青木　裕見1）、大坂　和可子2）、青木　頼子3）、藤田　美保4）、�
山本　加奈子1）、江藤　亜矢子6）、端山　淳子7）、有森　直子5）、�
中山　和弘1）

1）聖路加国際大学大学院看護学研究科、2）慶應義塾大学看護医療学部、 
3）富山大学医学部看護学科、4）昭和大学横浜市北部病院臨床研究支援室、 
5）新潟大学医学部保健学科看護学専攻、 
6）MenoSmile／小山嵩夫クリニック、7）東海大学医学部看護学科

10：40～11：40 K-37 リフレクションマッププログラム（RMP：答えは自分の体験の 
中にある）におけるリフレクションの効果
〇飯岡　由紀子、遠藤　まりえ
埼玉県立大学

13：20～14：20 K-38 ACPを踏まえた事例の意思決定支援OOVL表の 
作成体験と討論
〇内橋　恵1）、末武　友紀子2）、神田　由香2）、内山　弓枝3）、�
岡本　三佳4）、北川　恵5）、林　真由美6）、姫野　雄太7）、�
青山　ヒフミ8）

1）Nurture、2）日本赤十字看護大学、3）松本協立病院、4）姫路大学、 
5）愛知県立医療技術大学、6）群馬パース大学、7）大分県立看護科学大学、 
8）千里金蘭大学

14：30～15：30 K-39 災害に伴う研究活動への影響：能登半島地震の調査をもとに
〇西村　ユミ1）、牛久保　美津子2）、大野　かおり3）、神原　咲子4）、
國江　慶子1）、近藤　麻理5）、三浦　英恵6）

1）東京都立大学、2）群馬大学大学院、3）兵庫県立大学、4）神戸市看護大学、
5）関西医科大学、6）日本赤十字看護大学

15：40～16：40 K-40 誰もが落ち着いて過ごせる「居場所」づくりを推進するために：
東京都と大学の共同事業から
〇冨崎　悦子1）、坂井　志麻2）、松浦　志野3）、深堀　浩樹1）、�
内山　映子1）、真志田　祐理子1）、山本　なつ紀1）、大河原　啓文2）、
永田　智子1）

1）慶應義塾大学、2）上智大学、3）順天堂大学
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第2会場（熊本城ホール 2F シビックホール）

11：00～11：50　口演1　慢性期看護1 

 座長：河口 てる子（聖隷クリストファー大学 看護学部）

O1-01 関節リウマチ患者の睡眠障害と疾患活動性、心理状態 
および自己効力感との関連
〇房間　美恵1）、小林　いずみ2）、中原　英子3）

1）関西国際大学保健医療学部看護学科、2）宝塚大学看護学部、3）大阪行岡医療大学医療学部

O1-02 慢性閉塞性肺疾患患者が経験する呼吸困難の言語表現の探索
〇久宗　真理1）、石井　智香子2）、遠藤　晶子3）

1）防衛医科大学校、2）元宇部フロンティア大学看護学部、3）国立看護大学校

O1-03 消化器疾患を有する高齢患者が食べることの援助に対する病棟看護師の認識
〇塩塚　良江1）、﨑田　マユミ2）、石本　祥子2）

1）雪の聖母会聖マリアヘルスケアセンター、2）聖マリア学院大学大学院看護学研究科

O1-04 慢性疾患看護専門看護師が行う、減量のための療養行動を継続できることを 
目指した看護支援の検討
〇小曽根　龍志
群馬大学医学部附属病院

O1-05 難病女性患者と一般女性におけるヘルスリテラシーと 
リプロダクティブ・ヘルス関連用語の認知との関連性
〇桧山　きらら1）、板谷　崇央1）、磯部　よつ葉2）、花田　彩愛1）、鳥井　美江2）、
任　和子2）

1）京都大学大学院 医学研究科 社会健康医学系専攻、 
2）京都大学大学院 医学研究科 人間健康科学系専攻

15：50～16：30　口演2　新型コロナウイルス感染症1 

 座長：脇坂 浩（浜松医科大学 医学部 看護学科）

O2-01 COVID-19パンデミック下に保健所保健師が多職種と協働しながら 
業務を継続する体験
〇松井　芽衣子
大阪成蹊大学看護学部

口　演
第1日目　12月7日（土）

口
演（
12
月
7
日
）
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O2-02 看護師が新型コロナウイルス感染症に罹患してから 
職場復帰を果たしたのちまでの経験
〇勝倉　恵津子1）、落合　亮太2）、青盛　真紀2）、林　ゑり子3）、西口　悦子1）、�
玉井　奈緒3）

1）横浜市立大学大学院医学研究科看護学専攻感染看護学分野、 
2）横浜市立大学大学院医学研究科看護学専攻成人看護学／感染看護学分野、 
3）横浜市立大学大学院医学研究科看護学専攻成人看護学／がん看護学分野

O2-03 COVID-19パンデミック初期に看護師が認識した看護師長の 
リスクコミュニケーションに関する実態調査
〇木下　紀道1）、佐藤　ゆか、青山　恵美2）、長崎　由紀子2）

1）独立行政法人国立病院機構 名古屋医療センター、2）愛知医科大学看護学部

O2-04 COVID-19下での看護実習および代替実習に関する文部科学省文書から 
未来の感染症パンデミック時の実習サポートへの考察
〇田中　智子
元大阪青山大学

第3会場（熊本城ホール 3F 大会議室 A1）

10：00～10：50　口演3　在宅看護1 

 座長：谷垣 靜子（岡山大学大学院 保健学研究科）

O3-01 心不全で入院した後期高齢者における自宅退院後の 
在宅医療・介護サービス利用状況
〇藤田　淳子1）、福井　小紀子2）、坂野　朋未2）、新田　汐里3）、菅野　雄介2）、�
廣岡　佳代2）、佐川　美枝子4）、森田　光治良5）

1）国立看護大学校看護学部、2）東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科、 
3）宮崎大学医学部看護学科、4）東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科 博士課程、 
5）東京大学大学院 医学系研究科

O3-02 動画分析を用いた訪問看護実践内容抽出の試み  
訪問看護記録およびケアの質評価の自動抽出に向けて～
〇角川　由香、髙岡　茉奈美、五十嵐　歩、山本　則子
東京大学大学院医学系研究科

O3-03 病院における訪問看護への同行訪問の実施と専門性の高い看護師の 
在籍状況との関連
〇宮﨑　彩子1）、玄　順烈2）、永井　史織2）、中島　美津子2）

1）虎の門病院、2）東京医療保健大学／大学院看護学研究科

O3-04 訪問看護師が実践する特定行為に対する在宅医の認識と依頼状況
〇富田　真佐子1）、佐藤　千津代1）2）、村田　加奈子1）、髙　紋子1）、鈴木　浩子1）

1）昭和大学保健医療学部看護学科、2）四国大学学際融合研究所
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O3-05 介護支援専門員の協働的能力が「ワーク・エンゲイジメント」「やりがい」
「困難感」に及ぼす影響
〇小林　紀明
湘南医療大学保健医療学部看護学科

11：00～11：50　口演4　在宅看護2 

 座長：牛久保 美津子（群馬大学大学院 保健学研究科）

O4-01 A訪問看護事業所における小児にも対応できる訪問看護師の育成を目指した
OJTプログラムの実装と評価
〇横田　益美
聖路加国際大学看護リカレント教育部

O4-02 在宅療養高齢者の服薬管理における効率的な多職種連携に向けた実態調査
〇藤井　美咲1）、糀屋　絵理子1）、齊前　裕一郎1）、勝久　美月1）、竹下　悠子1）、
稲泉　信行1）、前泉　優月1）、大井　雅友1）、石川　武雅2）、関口　亮子2）、�
深田　悠花2）、勝眞　久美子2）、肥後　友彰3）、竹屋　泰1）

1）大阪大学医学系研究科保健学専攻、2）ななーる訪問看護デベロップメントセンター、 
3）はくとホームケアクリニック

O4-03 独居高齢者の在宅看取りの課題　―訪問看護師の視点
〇堀江　尚子
畿央大学

O4-04 新卒訪問看護師が自己成長感を獲得する経験
〇石山　蓮花1）、辻村　真由子2）

1）タイガー石油株式会社ヘルスケア事業部、2）滋賀医科大学医学部看護学科

O4-05 在宅がん終末期療養者・家族の人生会議の促進に向けた訪問看護活動における
実践尺度の開発
〇大木　正隆、浅海　くるみ
東京工科大学 医療保健学部看護学科

14：20～15：20　口演5　在宅看護3 

 座長：山川 みやえ（大阪大学大学院 医学系研究科 老年看護学）

O5-01 顔の見える関係評価尺度短縮版（FACES）の開発
〇福井　小紀子1）、藤田　淳子2）、池崎　澄江3）

1）東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科、2）国立看護大学校看護学部、 
3）千葉大学看護学部
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O5-02 COVID-19下における地域・在宅看護学実習の実習経験について 
～ その評価分析を踏まえた地域・在宅看護学方法論Ⅰ・Ⅱ（演習）の 
授業設計の再構築～
〇諏訪免　典子、入江　多津子、松浦　真理子、曲山　さち子、古江　知子、�
八戸　正子

SBC東京医療大学

O5-03 新興感染症蔓延時の訪問看護事業所における相互協力連携体制の 
活用促進の検討
〇齋藤　正子1）、立石　和子2）、藤田　藍津子3）

1）清泉女学院大学、2）産業医科大学、3）東京家政大学

O5-04 退院時カンファレンスの多職種連携における病棟看護師の役割
〇河本　司真子、石橋　文枝
鳥取看護大学

O5-05 訪問看護師向け在宅看取り教育プログラム（指導者） 
（PENUT-T）の有効性の検討
〇濱谷　雅子1）、平原　優美1）、小沼　絵理1）、沼田　華子2）、野口　麻衣子3）、�
菱田　一恵4）、岡本　有子5）、竹森　志穂5）、新幡　智子6）、山田　享介2）、�
栗田　佳代子7）、山本　則子2）

1）公益財団法人 日本訪問看護財団、 
2）東京大学大学院 医学系研究科 健康科学・看護学専攻 高齢者在宅長期ケア看護学分野、 
3）東京医科歯科大学大学院 保健衛生学研究科 在宅・緩和ケア看護学､ 
4）順天堂大学 医療看護学部、5）東京都立大学大学院 人間健康科学研究科 看護科学域、 
6）慶應義塾大学 看護医療学部、7）東京大学 大学総合教育研究センター

O5-06 初回訪問における訪問看護熟練者の視覚情報の収集と思考のプロセス
〇杉村　美広1）、島村　敦子2）、諏訪　さゆり3）

1）千葉大学大学院看護学研究科、2）東邦大学健康科学部看護学科、 
3）千葉大学大学院看護学研究院

15：30～16：30　口演6　母性看護・助産1 

 座長：谷口 千絵（神奈川県立保健福祉大学 保健福祉学部 看護学科）

O6-01 緊急帝王切開における妊婦の適応力を高める教育プログラム 
PEACEのスマホ版アプリによる介入効果
〇横手　直美1）、山下　恵1）、原田　実咲2）、中山　知未2）、竹内　佳寿子3）、�
鳥越　郁代4）

1）中部大学大学院 生命健康科学研究科、2）中部大学 生命健康科学部、 
3）園田学園女子大学 人間健康学部、4）鹿児島国際大学 看護学部
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O6-02 産後2～3ヶ月の育児に関する主観的ストレス反応と 
客観的ストレス反応である心拍変動との関連
〇海野　多栄子1）、岡山　久代2）

1）京都光華女子大学 助産学専攻科、2）筑波大学 医学医療系

O6-03 乳幼児を育てる夫婦のパートナーに対する役割公正感尺度の信頼性と 
妥当性の検証
〇金澤　悠喜1）、柴山　大賀2）

1）慶應義塾大学看護医療学部、2）筑波大学医学医療系

O6-04 妊娠後期の夫の父性意識の現状と今後の課題
〇佐々木　日華莉
岩手県立宮古病院

O6-05 緊急帝王切開となった産婦の家族に対するケアの実際と看護職の思い
〇中沢　愛実1）、鏡　真美2）

1）福井大学医学部看護学科、2）金沢大学医薬保健研究域保健学系

O6-06 初めて親になる男性の父親像形成への影響要因に関する横断研究
〇山﨑　晶子1）、泊　祐子2）

1）芸西村役場健康福祉課、2）四天王寺大学大学院看護学研究科

第4会場（熊本城ホール 3F 大会議室 A2）

10：10～10：50　口演7　看護管理1 

 座長：奥 裕美（聖路加国際大学 大学院看護学研究科）

O7-01 心理的安全性を担保した病棟カンファレンスの運用を試みて 
　～コッターの企業変革の看護への応用を用いて～
〇奥中　忍1）、餅田　敬司2）

1）国家公務員共済組合連合会 枚方公済病院、2）京都橘大学 看護学部

O7-02 看護業務実践評価を実施して 
～リーダー業務を経験年数で比較し見えてきたもの～
〇松島　裕美1）、餅田　敬司2）

1）国家公務員共済組合連合会 枚方公済病院、2）京都橘大学 看護学部

O7-03 日本語版Nurses Workplace Scale（NWS）の開発と検証： 
看護師の被抑圧者集団行動の測定
〇末武　友紀子1）2）

1）日本赤十字看護大学大学院看護学研究科看護学専攻博士後期課程、 
2）自治医科大学附属さいたま医療センター



48

口演　第 1日目【 12月 7日（土）】

口
演（
12
月
7
日
）

O7-04 16時間夜勤に従事する看護師の夜勤中仮眠の量と質に関連する要因の探索
〇渡部　一拓1）、宍戸　穂2）、矢野　理香2）

1）北海道大学大学院保健科学院、2）北海道大学大学院保健科学研究院

11：00～11：50　口演8　看護管理2 

 座長：林 千冬（神戸市看護大学 看護学部）

O8-01 他病棟への応援業務に従事する看護師の組織コミットメントと 
職務満足度との関連
〇石嶋　知世1）、大庭　明穂1）、北得　美佐子2）

1）地方独立行政法人 大阪府立病院機構 大阪急性期・総合医療センター、 
2）東京医療保健大学大学院和歌山看護研究科

O8-02 二交代制勤務看護師における疲労と回復の変化に関連する要因の探索
〇安田　佳永1）2）、宍戸　穂1）、矢野　理香1）

1）北海道大学大学院保健科学研究院、2）北海道大学創成研究機構

O8-03 新人看護師のキャリア・アダプタビリティの構成概念
〇川本　紀子1）、前田　ひとみ2）、松本　智晴3）

1）熊本大学大学院保健学教育部博士後期課程、2）熊本大学・熊本保健科学大学、 
3）熊本大学大学院生命科学研究部看護学分野

O8-04 A市の小中学校で医療的ケアを担う学校看護師の現状と課題
〇金井　貴子1）、中島　沙織2）、谷向　みつえ3）、東野　さつき4）

1）武庫川女子大学看護学部看護学科、2）関西医科大学香里病院、 
3）関西福祉科学大学心理科学部心理科学科、4）四天王寺大学看護学部看護学科

O8-05 指導者の関わりが新人看護師の求知心の萌芽を促すプロセス
〇池田　莉央、紫垣　美和
国立病院機構熊本医療センター

14：20～15：20　口演9　看護管理3 

 座長：秋山 智弥（名古屋大学医学部附属病院 卒後臨床研修・キャリア形成支援センター 看護キャリア支援室）

O9-01 チームアプローチ促進に必要な看護職のクリティカルシンキング志向性と 
プロアクティブ行動の実態調査
〇佐藤　悦子1）、下沖　収2）

1）岩手医科大学附属病院、 
2）岩手医科大学総合診療医学講座 岩手医科大学附属内丸メディカルセンター

O9-02 解釈的現象学的分析による2病院のジェネラリストナースのキャリアの 
共通性と相違性
〇大井　千鶴
和洋女子大学



49

 口演　第 1日目【 12月 7日（土）】

口
演（
12
月
7
日
）

O9-03 救命救急センターにおける業務リーダーを対象としたリーダーシップの 
変化の関連要因の検討
〇髙橋　誠一1）、土屋　守克2）3）

1）埼玉医科大学総合医療センター 高度救命救急センター、 
2）日本医療科学大学 保健医療学部 看護学科、3）自治医科大学医学部救急医学講座

O9-04 急性期病院における転倒・転落予測モデルの作成と検証
〇中堀　桃子、佐藤　政枝
横浜市立大学大学院

O9-05 「病院と地域を横断して働く新人看護師の教育プログラム」の開発その1 
―導入1年目のプロセス評価―
〇宮芝　智子1）、村上　明美1）、渡邊　千登世2）、横山　郁子3）、和田　由樹4）

1）神奈川県立保健福祉大学、2）埼玉県立大学、3）株式会社パーソナルナース、 
4）聖隷クリストファー大学

O9-06 「病院と地域を横断して働く新人看護師の教育プログラム」の開発その2 
―導入1年目のプグラム評価とプロセス評価―
〇渡邊　千登世1）、宮芝　智子2）、村上　明美2）、横山　郁子4）、和田　由樹3）

1）埼玉県立大学、2）神奈川県立保健福祉大学、3）聖隷クリストファー大学、 
4）株式会社 パーソナル・ナース

15：30～16：30　口演10　看護管理4 

 座長：久保田 聰美（高知県立大学）

O10-01 新卒看護師の組織社会化尺度の開発および信頼性と妥当性の検証
〇三輪　聖恵1）、森川　由紀2）

1）東京都立大学 人間健康科学研究科 看護科学域、 
2）国際医療福祉大学大学院 医療福祉学研究科 博士課程

O10-02 ICUに勤務する看護師の看護実践の困難感がバーンアウトへ及ぼす影響 
―男女の因果モデルの差異―
〇村山　久美子1）、原田　通予2）、西村　宣子3）

1）国際医療福祉大学大学院 医療福祉学研究科、2）東京医科大学 医学部看護学科、 
3）千葉県立保健医療大学 看護学科

O10-03 病院の看護職員管理においてツールの使用に影響を及ぼす要因はなにか
〇原　ゆかり、平山　英幸、伊藤　里美、青木　千佳
東北大学大学院医学系研究科

O10-04 看護師のフォロワーシップと組織風土との関連
〇新井　友里恵、渡辺　真弓、平田　明美
関東学院大学看護学研究科
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O10-05 部下による医療事故が起こった看護単位を管理する看護師長へのサポート
〇坂本　真紀1）、安部　陽子2）

1）埼玉医科大学総合医療センター、2）日本赤十字看護大学

O10-06 NICUに入院した子どもをもつ母親に実施したNICU配属の助産師による 
産後健診の有用性について
〇北川　有紀1）、笠原　聡子2）、玉木　朋子2）

1）滋賀医科大学医学部附属病院、2）滋賀医科大学医学部看護学科

第5会場（熊本城ホール 3F 大会議室 A3）

9：00～10：00　口演11　老年看護1 

 座長：百田 武司（日本赤十字広島看護大学）

O11-01 要支援・要介護認定を受けた高齢者の褥瘡保有・発生状況と褥瘡保有者の特徴
〇新田　汐里1）、福井　小紀子2）、坂野　朋未2）、菅野　雄介2）、廣岡　佳代2）、�
佐川　美枝子3）、藤田　淳子4）、森田　光治良5）

1）宮崎大学医学部看護学科、2）東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科、 
3）東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科博士課程、4）国立看護大学校看護学部、 
5）東京大学大学院医学系研究科

O11-02 院内デイケアを看護師が運営することによって生じる波及効果
〇清水　典子1）、山岸　直子2）、桑原　雄三3）

1）聖徳大学看護学部看護学科、2）埼玉県立大学保健医療福祉学部看護学科、 
3）日本赤十字看護大学看護学部看護学科

O11-03 施設入居高齢者の状態把握と経過予測に資する研究（第1報）： 
死亡前時系列データを用いた変化点検出
〇嶋谷　圭一1）、野口　麻衣子1）、生田　花澄1）、塩澤　拓亮1）、石井　馨子1）、�
髙田　侑李1）、浅海　くるみ2）、福井　小紀子1）

1）東京医科歯科大学、2）東京工科大学

O11-04 施設入居高齢者の状態把握と経過予測に資する研究（第2報）： 
要介護度別の身体機能の基準範囲による3群比較
〇髙田　侑李、野口　麻衣子、生田　花澄、嶋谷　圭一、塩澤　拓亮、石井　馨子、
福井　小紀子

東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科

O11-05 施設入居高齢者の状態把握と経過予測に資する研究（第3報）： 
終末期の身体的・心理的症状出現率の変遷
〇塩澤　拓亮1）2）、生田　花澄1）、嶋谷　圭一1）、石井　馨子1）、浅海　くるみ3）、
髙田　侑李1）、野口　麻衣子1）、福井　小紀子1）

1）東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科 在宅・緩和ケア看護学分野、 
2）東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科 未来創成ナーシングリサーチセンター、 
3）東京工科大学 医療保健学部
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O11-06 地域高齢者の日常の発声とオーラルフレイルとの関連
〇阿部　世史美、三重野　英子、小野　光美
大分大学医学部

14：20～15：20　口演12　老年看護2 

 座長：五十嵐 歩（東京大学大学院 医学系研究科）

O12-01 機械学習を用いた有料老人ホーム入居高齢者の 
身体的・心理的症状評価モデルの構築：経時記録の活用
〇生田　花澄1）、福井　小紀子1）、野口　麻衣子1）、嶋谷　圭一1）、塩澤　拓亮1）、
石井　馨子1）、浅海　くるみ2）、髙田　侑李1）

1）東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科、2）東京工科大学医療保健学部看護学科

O12-02 機械学習を用いた退院後早期の転倒予測モデルの構築： 
多施設前向きコホート研究
〇竹下　悠子1）、勝久　美月1）、齊前　裕一郎1）、生田　花澄2）、藤井　美咲1）、�
稲泉　信行1）、前泉　優月1）、大井　雅友1）、森木　友紀1）、糀屋　絵理子1）、�
竹屋　泰1）

1）大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻、2）東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科

O12-03 協働に困難感をもつ認知症高齢者グループホームの計画作成担当者が 
看護職に期待する役割
〇藤井　崇敬1）、佐久間　夕美子1）、佐藤　里奈1）、佃　真理子1）、北村　敦子1）、
金田　明子2）、叶谷　由佳2）

1）摂南大学看護学部、2）横浜市立大学医学部看護学科

O12-04 初回要介護認定を受けた地域在住高齢者の多剤併用・潜在的不適切処方の 
実態と認定後1年以内の死亡との関連
〇菅野　雄介1）、佐川　美枝子2）、新田　汐里3）、坂野　朋未1）、藤田　淳子4）、�
廣岡　佳代1）、福井　小紀子1）

1）東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科、 
2）東京医科歯科大学大学院保健衛生学研究科博士課程、3）宮崎大学医学部看護学科、 
4）国立看護大学校看護学部

O12-05 生きづらさを抱える後期高齢女性に対して、 
身体的・社会的支援と森田理論を用いた精神的支援を併用した1事例
〇森木　友紀1）2）

1）千里金蘭大学看護学部看護学科、大学院看護学研究科、2）大阪大学大学院医学系研究科

O12-06 在宅高齢者のドライスキン改善を目指した教育プログラムの効果： 
無作為化比較試験による検討
〇中村　もとゑ、百田　武司
日本赤十字広島看護大学
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第6会場（熊本城ホール 3F 大会議室 A4）

9：00～9：50　口演13　看護教育1 

 座長：布施 淳子（山形大学大学院 医学系研究科 看護学専攻）

O13-01 輸血の頻度による看護師の赤血球製剤輸血に関する 
「重要性の認識」「知識」「自信」の違い
〇吉田　あや、中島　富有子、岩本　利恵、有永　麻里、秋永　和之、内田　荘平
福岡看護大学

O13-02 経験学習モデルを用いた「看護の語り」ワークショップ・プログラムの評価
〇志村　仁史1）、佐藤　政枝2）

1）学校法人北里研究所 北里大学病院、2）横浜市立大学医学研究科看護学専攻

O13-03 医療安全教育における Virtual Reality教材の有用性
〇長田　恵子、高木　晴良、藤村　朗子、堀田　昇吾
東京医療保健大学

O13-04 看護学士課程におけるマネジメント能力育成にかかる教育の実態 
―看護学領域別の特徴―
〇両羽　美穂子1）、米増　直美2）、古澤　幸江3）、安田　みき3）、橋本　麻由里3）、
長屋　由美3）

1）上智大学総合人間科学部、2）鹿児島国際大学看護学部、3）岐阜県立看護大学

O13-05 大学病院に勤務する中堅看護師の勤務継続上の困難と乗り越えた要因の検討 
―3～5年勤務継続している看護師に焦点をあてて―
〇手塚　さつき1）、野崎　真奈美2）、永野　光子2）

1）順天堂大学医学部附属順天堂医院、2）順天堂大学大学院医療看護学研究科看護教育学

10：00～10：50　口演14　看護教育2 

 座長：今井 多樹子（日本赤十字広島看護大学）

O14-01 看護部長から受ける承認行為と看護師長の経験と成長
〇中谷　明未
近森オルソリハビリテーション病院

O14-02 大学病院の外来に勤務する看護師の勤務継続意志の様相
〇五十嵐　瑞恵1）、野崎　真奈美2）、永野　光子2）

1）順天堂大学医学部附属順天堂医院、2）順天堂大学大学院医療看護学研究科看護教育学
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O14-03 介護職・看護職向け在宅・施設版看取りケア学習プログラムの開発と評価
〇前田　明里1）、五十嵐　歩2）、角川　由香2）、沼田　華子2）、髙岡　茉奈美2）、�
稲垣　安沙2）3）、山田　享介2）、江南　沙里菜2）、二宮　彩子4）、渡邊　祐紀5）、
山本　則子2）

1）東京大学大学院 医学系研究科 健康科学・看護学専攻 地域看護学・公衆衛生看護学分野、 
2）東京大学大学院 医学系研究科 健康科学・看護学専攻 高齢者在宅長期ケア看護学分野、 
3）国立がん研究センター がん情報提供部、4）城西国際大学 看護学部、 
5）東海大学 教育開発研究センター

O14-04 基礎看護学実習で大学の看護教員が行う学生への学習支援の特徴
〇川村　真紀子1）、磯部　環2）、加藤　治実1）、竹原　君江1）

1）藤田医科大学 保健衛生学部 看護学科、 
2）東京大学大学院医学系研究科 健康科学・看護学専攻

O14-05 A大学2年生看護倫理における情報プライバシーと守秘義務の授業からの学び
〇樋本　まゆみ1）、佐藤　聖一2）

1）長岡崇徳大学看護学部看護学科、2）国際医療福祉大学保健医療学部看護学科

11：00～11：50　口演15　看護教育3 

 座長：宮本 千津子（東京医療保健大学 千葉看護学部 看護学科）

O15-01 看護学生の看護職者に対するコミュニケーションにおける課題
〇藤田　安沙貴、師岡　友紀
武庫川女子大学

O15-02 学内実習の後に臨地実習となった「基礎看護学実習Ⅱ」において得た学び
〇松田　悠史、柏木　ゆきえ、菖蒲澤　幸子、小林　由美子
岩手医科大学

O15-03 臨地実習指導者と大学教員が共通認識する看護実習生の責任ある行動の構造
〇有田　弥棋子1）、加藤　真由美2）、矢口　和美3）

1）大阪医科薬科大学 看護学部 看護学科、2）金沢大学 医薬保健研究域保健学系看護科学領域、
3）公立小松大学 保健医療学部 看護学科

O15-04 車椅子に関連した事故報告の分析
〇北島　泰子、中村　充浩、前田　樹海
東京有明医療大学

O15-05 看護論文におけるクロンバックα係数の在り方 
―高ければ高い程良いのか？―
〇大橋　渉1）、佐藤　優子2）

1）愛知医科大学、2）四日市市看護医療大学



54

口演　第 1日目【 12月 7日（土）】

口
演（
12
月
7
日
）

14：20～15：20　口演16　看護教育4 

 座長：東 めぐみ（順天堂大学 保健看護学部）

O16-01 看護学生の「美容医療」に対する意識調査 
―性別によるとらえ方の違い―
〇入江　多津子、佐藤　みつ子
SBC東京医療大学

O16-02 基礎看護技術習得における学生の学習段階評価
〇二口　尚美、佐々木　重徳
仙台青葉学院大学看護学部看護学科

O16-03 多人数参加型 End-of-Lifeケアシミュレーションの評価： 
教育背景が異なる大学での前後比較試験
〇中村　美保子1）2）、玉木　朋子1）、横井　弓枝2）、藤井　誠3）、笠原　聡子1）、�
犬丸　杏里4）、辻川　真弓5）

1）滋賀医科大学大学院医学系研究科看護学専攻、2）天理大学医療学部看護学科、 
3）大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻、4）三重大学大学院医学系研究科看護学専攻、 
5）鈴鹿医療科学大学看護学部看護学科

O16-04 看護師のナレッジブローカリング自己評価尺度の信頼性・妥当性の検討
〇赤崎　芙美1）、細田　泰子2）

1）大阪医科薬科大学 看護学部、2）大阪公立大学大学院 看護学研究科

O16-05 臨床指導者の看護学生へのコミュニケーション教育の実態
〇小川　賀惠1）、松山　妙子1）、藤村　朗子1）、田野　将尊2）、吉元　倫子3）、�
阿部　八千代4）、中村　博子4）、椎名　美智子5）

1）東京医療保健大学立川看護学部、2）医療法人埼友会 埼友草加病院、 
3）国家公務員共済組合連合会 立川病院、4）国立病院機構 災害医療センター、 
5）国立病院機構 村山医療センター

O16-06 A大学看護系学部生の初年次開講科目「わかやま学」における学び
〇南部　泰士、関口　公平、武内　龍伸
東京医療保健大学和歌山看護学部

15：30～16：30　口演17　看護教育5 

 座長：宮林 郁子（京都看護大学大学院）

O17-01 子育て期にある看護師の自己調整学習の様相
〇川北　敬美1）、日髙　朋美1）、小西　由起子2）、細田　泰子3）

1）大阪医科薬科大学看護学部、2）甲南女子大学看護リハビリテーション学部、 
3）大阪公立大学大学院看護学研究科
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O17-02 A病院で臨地実習指導を担う看護師が抱える実習指導の課題： 
指導者・病院・学校・学生の視点での内容分析
〇只野　理乃1）、上溝　耕平1）、武石　陽子2）、今野　朱美1）

1）東北大学病院、2）東北大学大学院

O17-03 看護教育及び看護継続教育の場における 
思考発話（Think Aloud）アプローチの効果と課題についての文献検討
〇高橋　良幸、水流添　秀行
東邦大学健康科学部看護学科

O17-04 心電図初学者のための心臓模型教材の開発　―評価結果の報告―
〇下水流　裕斗1）、定廣　和香子5）、高橋　葉子2）、三浦　友里子3）、和田　美穂4）

1）北里大学病院、2）札幌市立大学看護学部看護学科、3）聖路加国際大学看護学部看護学科、
4）公立八鹿看護病院専門学校、5）日本赤十字北海道看護大学

O17-05 『解剖生理学』の学習目標設定と学習方略が学業成績に及ぼす影響
〇山本　麻起子1）、松本　智晴1）、福重　真美1）、前田　ひとみ2）3）

1）熊本大学大学院生命科学研究部、2）熊本大学、3）熊本保健科学大学

O17-06 看護学生の睡眠とワークエンゲージメントとの関連
〇佐野　恵美香、大坪　裕子、楠田　美奈、寺島　涼子、荒添　美紀
杏林大学保健学部看護学科

第7会場（熊本城ホール 3F 中会議室 C1-2）

9：00～10：00　口演18　地域看護・公衆衛生看護1 

 座長：櫻井 しのぶ（順天堂大学医療看護学研究科 公衆衛生看護学領域）

O18-01 あまがさきユース保健室で子ども若者の命と健康を守るには 
～フランスのユースクリニックを基に～
〇日吉　和子1）2）、錦織　史子3）2）、横山　詞果1）、山中　知子4）2）

1）太成学院大学、2）NPO法人ユースクリニック Japan、 
3）立命館大学大学院人間科学研究科、4）藍野大学医療保健学部

O18-02 高齢者虐待を経験した養護者が安定した在宅生活の獲得に至るまでの 
トランジション
〇栗田　真由美1）、操　華子1）2）

1）静岡県立大学看護学部、2）静岡県立大学大学院看護学研究科

O18-03 小中学生の生活習慣病予防健診データと幸福度の関連
〇德岡　麻由1）、田之頭　恵里1）、佐東　美緒2）、小林　秀行1）

1）高知県立大学、2）活水女子大学
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O18-04 地域高齢者の移動距離と基本チェックリストの関連の検討 
―GPSデータを活用して―
〇種市　ひろみ、菱田　一恵
順天堂大学医療看護学部

O18-05 地域住民にとって大学教員と学生が運営する認知症カフェの 
存在意味、満足度やニーズ
〇今福　恵子1）、中世古　恵美2）、髙田　美子2）、平野　通子2）、小河原　みゆき3）、
吉田　明莉2）

1）豊橋創造大学保健医療学部看護学科、2）関西国際大学保健医療学部看護学科、 
3）東京医療保健大学和歌山校助産学専攻科

O18-06 児童虐待における日本と中国の保護者の認識：混合研究法を用いて
〇何　慕1）、大河内　彩子2）

1）熊本大学大学院保健学教育部、2）熊本大学大学院生命科学研究部

10：10～11：00　口演19　看護情報・遠隔看護・感染管理 

 座長：三橋 睦子（国際医療福祉大学 大川キャンパス 福岡保健医療学部 看護学科）

O19-01 遠隔化したCompensatory Cognitive Trainingの認知機能改善効果の検討： 
3か月のフォローアップ
〇相上　律子1）2）、片山　美穂2）

1）金沢大学大学院医薬保健学総合研究科、2）公立小松大学保健医療学部看護学科

O19-02 COVID-19パンデミック下の医療機関と教育機関における 
看護過程に関する実態
〇黒田　裕子1）、古川　秀敏2）、福田　和明3）、山田　紋子4）、下舞　紀美代2）、�
和田　美也子1）

1）湘南鎌倉医療大学、2）関西看護医療大学、3）四天王寺大学、4）静岡県立大学

O19-03 臨床看護における AI活用の現状と効果に関する文献レビュー
〇中村　創1）、武用　百子2）

1）TOKINO AIMS株式会社、2）大阪大学大学院

O19-04 集団中の感染者頻度を高い精度で推定する方法： 
偽陰性の頻度データから数理モデルによる推定
〇犬塚　裕樹1）2）

1）熊本県立大学（非常勤）、2）久留米大学名誉教授

O19-05 高齢者施設における手指衛生遵守率向上を目指した 
手指衛生啓発ロボットの開発
〇古屋　葵1）、内海　桃絵1）2）、庄司　千波1）

1）大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻、2）京都府立医科大学大学院保健看護学研究科
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11：10～11：50　口演20　医療政策・看護政策1 

 座長：叶谷 由佳（横浜市立大学 医学部看護学科）

O20-01 スコーピングレビューを用いた特定行為の活動報告に関する年次比較
〇村松　真吾1）2）、川原　千香子3）、渡部　みずほ4）、佐々木　彩加1）2）、�
八木　街子2）

1）自治医科大学 看護学部、2）自治医科大学 看護師特定行為研修センター、 
3）昭和大学 医学部医学教育講座、4）越谷市立病院

O20-02 看護師を志向する学生の職業選択の内発的動機付けに関する文献検討
〇大和田　信行1）、藤澤　雄太2）

1）東京医科大学病院、2）国立看護大学校

O20-03 児童福祉法における認可保育所の看護職配置に関する制度の変遷と課題
〇中村　由佳1）、松永　早苗1）、石原　美和2）

1）神奈川県立保健福祉大学実践教育センター、2）神奈川県立保健福祉大学

O20-04 看護師による医行為の実施に関する調査報告（第1報） 
―特定行為研修制度施行前調査との比較―
〇川上　勝、長谷川　直人、古島　幸江、村上　礼子
自治医科大学看護学部

14：20～15：10　口演21　緩和ケア 

 座長：竹之内 沙弥香（京都大学）

O21-01 地域緩和ケア施設のボランティアが患者と ”いる ”を構築する要素
〇益子　楓未1）、大日方　裕紀2）

1）北海道大学医学部保健学科看護学専攻、2）北海道大学大学院保健科学研究院

O21-02 看護師の死期予見に関する探究
〇神谷　綾子1）、習田　明裕2）

1）防衛医科大学校医学教育部看護学科、2）東京都立大学人間健康科学研究科看護科学域

O21-03 心不全で入院した患者に対する病の振り返りを活用した 
アドバンス・ケア・プランニングの介入効果
〇本間　隆史1）2）、櫻井　智穂子2）、西村　礼子2）、谷本　真理子2）

1）昭和大学病院、2）東京医療保健大学

O21-04 緩和ケア病棟の看護師における共感疲労の特徴および増強・緩和要因
〇温井　由美1）、山田　忍2）、水田　真由美2）、宮井　信行2）

1）宝塚医療大学和歌山保健医療学部看護学科、2）和歌山県立医科大学保健看護学部

O21-05 地域緩和ケアボランティアに依頼される患者・家族のニーズの探求
〇榊枝　龍一1）、大日方　裕紀2）

1）北海道大学保健学科、2）北海道大学院保健科学研究院



58

口演　第 1日目【 12月 7日（土）】

口
演（
12
月
7
日
）

15：20～16：10　口演22　English Session1 

 座長：伊東 美佐江（山口大学大学院 医学系研究科 母子看護学講座）

O22-01 Veri�cation of the content validity and usability of the multicultural care 
communication tool（Chinese part）for medical institutions in Japan
〇Li Yao1）, Harue Masaki1）, Yuko Ohara2）, Huiching Yang3）, �
Jingwen Yang4）

1）Chiba University Graduate School of Nursing,  
2）Teikyo University of Science,  
3）Faculty of Makuhari Human Care, Tohto University,  
4）Doctoral Student of Chiba University Graduate School of Nursing

O22-02 The Reasons Why Nursing Students Drop Out：A Literature Review
〇Junko Kurihara
Department of nursing, Mejiro University

O22-03 Correlations between Emotional Intelligence and nursing skills by 
evaluating the results of the �rst- and second-year nursing students in the 
nurse OSCEs：The second report
〇Keiko Abe1）, Taeko Mizuno1）, Takemi Matsuda1）, Akiko Kato1）, �
Mayumi Ito1）, Toshihiro Shibata1）, Eri Nakamura1）, Yumi Akiyama1）, �
Mari Kato1）, Ayumi Kubo1）

Faculty of Nursing, Kinjo Gakuin University

O22-04 A study of interaction between six-month-old infant and father using heart 
rate variability analysis
〇Aoi Sakurai1）, Yasuka Nakamura2）, Toyoko Yoshizawa3）
1）Department of Nursing, Tohoku University Graduate School of Medicine,  
2）Department of Nursing, Yamagata Prefectural University of Health Science,  
3） School of Health Science Department of Nursing, Kansai University of International 

Studies

O22-05 Literature Review on Disaster Prevention and Mitigation of the Natural 
Disasters for Households with Pregnant women, Infants and toddlers
〇Saki Kawamitsu, Yumiko Endo
University of the Ryukyus, Faculty of Medicine and Graduate School of Health Sciences

第8会場（熊本城ホール 3F 中会議室 D1-2）

9：00～10：00　口演23　災害看護1 

 座長：近藤 麻理（関西医科大学 看護学部）

O23-01 令和6年能登半島地震で被災したがんサバイバーにおける受診経路の可視化
〇中井　寿雄1）、北村　佳子2）、成瀬　生萌3）、矢﨑　未来3）、前川　幸江3）

1）高知県立大学看護学部、2）金沢医科大学看護学部、3）金沢医科大学病院
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O23-02 COVID-19大規模災害で影響を受けた看護職者のメンタルヘルスと 
メンタルヘルスリテラシーの実態
〇久保田　千景1）14）、松枝　美智子2）14）、河添　こず恵3）14）、齋藤　直毅4）14）、�
工藤　聡美5）14）、山岡　由実6）、増滿　誠7）14）、江上　史子8）14）、西村　和美9）14）、
脇崎　裕子10）14）、餅田　敬司11）14）、丸本　典子12）14）、宮﨑　初13）14）、�
竹熊　千晶8）14）

1）鈴鹿医療科学大学保健衛生学部救急救命学科、2）星槎大学大学院 教育学研究科 修士課程、
3）株式会社 くますま たっくリハサポートセンター、4）沖縄県立精和病院、 
5）医療法人社団翠会 行橋記念病院、6）大阪医科薬科大学、7）日本赤十字北海道看護大学、
8）熊本保健科学大学、9）日本赤十字九州国際看護大学、 
10）純真学園大学保健医療学部看護学科、11）京都橘大学、12）甲南女子大学、 
13）第一薬科大学、14）九州・沖縄高度実践看護師活動促進協議会

O23-03 糖尿病者における東日本大震災後の生活経験 
―被災後10年以上を経た福島県相馬・南相馬地区での調査より
〇細野　知子1）、齋藤　貴子2）、栩川　綾子3）、守田　美奈子1）

1）日本赤十字看護大学、2）日本赤十字秋田看護大学、3）日本赤十字豊田看護大学

O23-04 令和6年能登半島地震によって予約受診ができなかったがんサバイバーの特徴
〇成瀬　生萌1）、北村　佳子2）、中井　寿雄3）、矢﨑　未来1）、前川　幸江1）

1）金沢医科大学病院、2）金沢医科大学看護学部、3）高知県立大学看護学部

O23-05 令和6年能登半島地震における外来化学療法を受ける 
がんサバイバーの被災状況
〇北村　佳子1）、中井　寿雄2）、成瀬　生萌3）、矢﨑　未来3）、前川　幸江3）

1）金沢医科大学看護学部、2）高知県立大学看護学部、3）金沢医科大学病院看護部

O23-06 慢性疾患の子どもが災害に備えるための外来での援助の実際と課題
〇沼口　知恵子1）、加藤　令子2）、原　朱美3）

1）常磐大学看護学部、2）関西医科大学看護学部、3）近畿大学看護学部設置準備室

10：10～11：00　口演24　クリティカルケア 

 座長：佐藤 冨美子（福島県立医科大学 看護学部成人老年看護学部門）

O24-01 心筋梗塞モデルマウスの胸腔内脂肪に対する食餌の 
n3/n6脂肪酸含有脂肪酸の影響
〇千葉　由美
横浜市立大学大学院医学研究科看護学専攻

O24-02 経験を積んだ看護師の新人看護師とのかかわりに関する現象学的研究 
―クリティカルケア看護実践に注目して―
〇鈴木　琴恵
目白大学
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O24-03 脳卒中患者における口腔衛生状態と急性期合併症の肺炎との関連
〇山田　春奈1）、藤田　君支2）

1）佐賀大学医学部看護学科生涯発達看護学講座、 
2）九州大学大学院医学研究院保健学部門看護学分野

O24-04 三次救急外来における終末期患者の蘇生処置に関する代理意思決定を 
支援する看護師の心理的特徴
〇熊沢　真弓1）2）、安部　聡子2）、福地本　晴美2）

1）昭和大学藤が丘病院、2）昭和大学大学院保健医療学研究科

O24-05 浅い鎮静における人工呼吸器装着患者から同意を引き出す看護実践の構造
〇大西　陽子1）、中島　恵美子2）

1）石川県立看護大学、2）杏林大学

11：10～11：50　口演25　がん看護1 

 座長：矢ヶ崎 香（慶應義塾大学 看護医療学部）

O25-01 頭頸部がん術後患者の症状や障害、口腔セルフケアの問題に関する調査
〇松村　美奈1）、藤田　君支2）、渡邉　則子3）、永渕　美佳3）

1）九州大学医学系学府保健学専攻、2）九州大学大学院医学研究院保健学部門、 
3）九州大学病院

O25-02 未成年の子どもを育児中であるがんサバイバーの母親の課題に関する文献研究
〇林　由紀1）、山﨑　晶子2）

1）神戸市看護大学看護学部、2）芸西村役場健康福祉課

O25-03 進行がん患者が生成継承性を認識し自己存在を再獲得するプロセス
〇西林　京子1）、砂賀　道子1）、神田　清子2）、石井　美希3）

1）高崎健康福祉大学保健医療学部看護学科、2）新潟県立看護大学、3）伊勢崎市民病院

O25-04 看護師から提供されたアピアランスケアに対するがん治療経験者の評価
〇山坂　彩夏1）、青木　美和2）、荒尾　晴惠2）

1）大阪大学医学部附属病院、2）大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻

14：20～15：00　口演26　English Session2 

 座長：吉永 尚紀（宮崎大学医学部看護学科）

O26-01 Development of an Environmental Assessment Tool to involve older adults 
with dementia in the transition to long-term care facilities：Content validity 
through expert opinion
〇Yuria Yamasaki1）, Harue Masaki2）
1）Ph. D candidate, Graduate School of Nursing, Chiba University,  
2）Graduate School of Nursing, Chiba University
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O26-02 Experiences of Caregivers of People with Dementia in Acceptance and 
Commitment Therapy：A Meta-Synthesis of Qualitative Research
〇Xiaofeng Liu1）, Jiping Bian2）, Shinya Mitani1）, Ardith Z Doorenbos3）, �
Naoki Yoshinaga4）, Hiroki Fukahori5）

1）Graduate School of Health Management, Keio University, Japan,  
2）Graduate School of Tianjin University of Traditional Chinese Medicine, China,  
3） Department of Biobehavioural Nursing Science, College of Nursing, University of 

Illinois Chicago, USA, 
4）School of Nursing, Faculty of Medicine, University of Miyazaki, Japan, 
5）Faculty of Nursing and Medical Care, Keio University, Japan

O26-03 Disaster preparedness of long-term care facility（LTCF）stakeholders： 
A preliminary literature review for a realist review
〇Shinya Mitani1）, Hirofumi Ogawara2）, Ardith Doorenbos3）, �
Hiroki Fukahori4）

1）Major in Nursing, Graduate School of Health Management, Keio University,  
2） Department of Nursing, Faculty of Human Sciences, Sophia University, Tokyo, 

Japan, 
3） Department of Biobehavioral Nursing Science, College of Nursing at the University 

of Illinois, Chicago, USA, 
4）Faculty of Nursing and Medical Care, Keio University, Kanagawa, Japan

O26-04 Factors Associated with Dementia Worry Among Middle-Aged or Older 
Adults Living in a Japanese Community：A Cross-sectional Study
〇Ayako Nakayama1）, Rika Usami2）, Kaori Saeki3）, Mika Sakurai1）, �
Marina Takikawa4）, Junko Hoshino3）

1） Nagoya University Graduate School of Medicine, Department of Integrated Health 
Sciences, Course in Nursing, Doctoral Program, 

2）Gifu College of Nursing, 
3） Department of Integrated Health Sciences, Nagoya University Graduate School of 

Medicine, 
4） Nagoya University Graduate School of Medicine, Department of Integrated Health 

Sciences, Course in Nursing, Master’s Program

15：10～15：50　口演27　English Session3 

 座長：佐藤 正美（東京慈恵会医科大学 医学部 看護学科）

O27-01 Identi�cation of causal belief and examining differences of self-ef�cacy in 
the clusters in patients with chronic kidney disease
〇Tingting Geng1）, Yuki Kajiwara2）, Michiko Morimoto2）
1）Graduate school of Health Science, Doctor's program,  
2）Division of Nursing, Okayama University Graduate School of Health Science
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O27-02 Evaluation of claims-based frailty measurements in older patients with 
cancer：a retrospective cohort study
〇Kayo Hirooka1）, Yusuke Kanno1）, Sakiko Itoh1）, Rie Yanagiya1）, �
Mieko Sagawa1）, Tomomi Sakano1）, Shiori NItta2）, Junko Fujita3）, �
Sakiko Fukui1）

1）Graduate School of Health Care Sciences, Tokyo Medical and Dental University, 
2）School of Nursing, Faculty of Medicine, University of Miyazaki,  
3）National College of Nursing, Japan

O27-03 Palliative care unit treatment and care for a terminal breast cancer patient 
with untreated obsessive-compulsive disorder
〇Eriko Hayashi1）2）
1） Department of Cancer Nursing, Graduate School ofMedicine, Yokohama City 

University, 
2）Department of Palliative Care Unit, Fujisawa Shounandai Hospital

O27-04 Nurses’ knowledge and attitudes regarding pain management：A cross-
sectional study in university-af�liated hospitals in Western Japan
〇Mengyao Xi1）, Yuki Kajiwara 2）, Takako Hiramatsu1）3）, �
Michiko Morimoto 2）

1）Graduate School of Health Sciences Doctor’s program Okayama University,  
2）Division of Nursing Okayama University Graduate School of Health Sciences,  
3）Department of Nursing Kawasaki Medical School Hospital

16：00～16：40　口演28　リハビリテーション看護 

 座長：藤田 あけみ（弘前大学大学院 保健学研究科）

O28-01 脳卒中急性期ケアを行う熟練看護師による早期離床開始時の注視と判断
〇雪吹　征司1）、粟生田　友子2）

1）さいたま市立病院、2）埼玉医科大学保健医療学部

O28-02 前頭葉損傷により抑制障害を来し更衣セルフケア不足を呈した患者に対する 
自己教示法を用いた看護介入の検討
〇原　健成1）、日高　艶子2）、小浜　さつき2）

1）特定医療法人社団三光会 誠愛リハビリテーション病院、 
2）聖マリア学院大学大学院看護学研究科

O28-03 整形外科疾患手術後患者の就労実態と労働価値観について
〇上杉　裕子
金城学院大学看護学部看護学科

O28-04 脳腫瘍患者に対するリハビリテーション看護の実践内容
〇徳永　瑠奈1）2）、林　直子2）

1）防衛医科大学校医学教育部看護学科、2）聖路加国際大学大学院看護学研究科




